
 

      

小学校 第６学年 算数 ９（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の趣旨】 

○ 帯グラフを読み取ることができる。 

【問題の内容】 

○ 帯グラフを読み取り、説明として適切なものを選ぶ。 

解答類型 
１ 

アを選択 

２ 

イを選択 

③正答 

ウを選択 

４ 

エを選択 
その他 無解答 

解答率 30.9％ 13.1％ 34.3% 17.1％ 0.2％ 4.5％ 

○ 正答率は、34.3％である。アと選択した誤答が 30.9％であることから、説明にある４０％と

２０％という割合の数字のみを比べて、説明が「正しい」と判断する児童が多いことがうかが

える。アよりも少ないもののイやエにおいても同様であり、すべてを合わせると 61.1％であ

る。 

○ 問題文を正しく読み取り、注目すべきことが「冊数」であることをしっかりと押さえること

ができていない。 

○ ４月や５月の貸し出された冊数、すなわち全体の量（基準量）と、帯グラフの中にある割合

から、比較量を導き出す力が必要になる。その求め方が定着していない。 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル８－Ａ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 帯グラフが割合を表すグラフであることを理解し、読み取る活動。 

 

                                     
 

 

 

 

 

（２）基準量が異なる場合、割合が同じでも比較量は同じにならないことを考える活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

 
基準量と割合の両方に着目して、比較量の大小を判断できるようにする指導 

【出典】 

「定着確認シート」H24 小学 5 年 第 6 回 

何か、気が付いたことはありますか？ 「伝記」が同じです。 

４月 

 

５月 

ある学校の図書館で、

貸し出された本を種類

ごとにあらわしたもの

です。 

なるほど。何が同じなのかな？ 割合です。どちらも２５％です。 

貸出冊数はそれぞれ左

のようになっています。  

「伝記」の冊数は同じ

かな？ 

・ 基準量が異なる場合、計算したり数直線に表したりして、割合が同じでも比較量

は同じにならないことに気付かせる。 

・ 振り返りで、「割合だけでなく基準量にも目を向けるようにする」といった言葉 

を引き出したい。 

実際に求めれば…。 

・ 帯グラフは、実際の量ではなく割合を表していることを確認する。 

・ 他の本の種類にも目を向けさせ、2倍や半分になっているのも割合であることを 

押さえる。 

 

○ 活用力育成シート、定着確認シート等の活用 


